
{国立能楽堂公開講座)


平成  30年度上半期の公開講座は、国立能楽堂自主公演等に関連した

下記のテーマで開催します。皆様のご応募をお待ちしております。

※開始時間をご確認の上、ご応募くださいますようお願い申し上げます。 

A月 20日〈金〉午後 3時~ 

西行の能


講師=小林健二〈国文学研究資料館副館長〉  ※応募締切 3月 30日(金)必着

5月23日〈水〉午後 2時~ 

狂言の歴史と現在、将来


講師=羽田和〈武蔵野大学客員教授〉  ※応募締切 5月 7日(月)必着

6月 28日〈木〉午後 2時 ~ 

越路の能楽


講師=佐々木香織(能楽研究家・石川工業高等専門学校准教授〉※応募締切  6月 7日(木)必靖

子月 11日〈水〉午後 2時 ~

国立能楽堂開場 35周年記念公演記録映像でふりかえる能

講師=金子直樹〈能楽評愉家〉 ※応募締切 6月 20日(水)必着 

8月 23日〈木〉午後 2時~ 

国立能楽堂開場 35周年配念公演記録映像でふりかえる狂言


講師=羽田組〈武蔵野大学客員教授〉 ※応募締切 8月 2日(木)必着 

9月 12日 C水〉午後 2時~

国立能楽堂開場 35周年記念公演記録映像でふりかえる復曲・新作

講師=小田幸子(能楽研究家〉 ※応募締切 8月 22日(水)必着

-受講無料 ・場所=国立能楽堂大講義室 ・定員 =160名
・応募方法=1講座につき、お一人様 1枚の往復はがきでお申し込み下さい。

昨年6月から郵便料金が値上げになっております。郵便斜金にご注意ください。

往復はがきの往信面に①郵便番号②住所③氏名④連絡先電話番号⑤講座の日付⑥講座タイトルを

返信面に郵便番号・住所・氏名を明記の上

干151 -0051 渋谷区千駄ヶ谷 4-18-1 目立能楽堂「公開講座」係 へお送りください。


※お寄せいただいた個人情報については厳重に保管し、本講座に関する連絡以外の目的では一切使用致しません。

く〉応募者多数の場合は抽選になります。あらかじめご了承下さい。

締切を過ぎて到着したはがきは、抽選の対象とすることができませんので、余裕を持ってご投函下さい。
く〉内容等に変更が生じる場合があります。あらかじめご了承下さい。

公開講座の日程等は、国立能楽堂プログラム・日本芸術文化振興会ニュース

.ホームページでもご確認いただけます。

。駐車場はございませんので、車でのご来場はご遠慮下さい。 必)....... ~・一且.Â~J.Þ. 占.It... 

O問合せ先国立能楽堂事業推進課調査資料係 樹 閥、，-菌室梁草 
Th.03-3423-1331(代) 市 r .，.ーー，一ーー.....~~ ---ーーー
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『
万
葉
集
』

大 あ
君づ

朝
凪
に

のき
水均 な

ひ
渡
る
に

「を
狂il」

言t~ 
や三

¥ ニ
〉三

ノパ 
ν
言
ひ
つ
る

3 2 

O

の
縁
と
せ
む
」

藤
原
明
衡
〈
九
八
九 
?
1
一 
六六〉

国
立
能
楽
堂
公
開
講
座

狂
言
の
歴
史
と
現
在
、

将
来

狂
言
の
成
立
と
発
生 

わ
ら
は
ご
と
す
る

二 

一
八
・
五

O

老
人
に
し
て
」

御
津
の
浜
辺
ゆ

今
更
に

夕
凪
に

五
八

大
船
に

島

倭
を
過
ぎ
て

大
伴
の

樟
の
音
し
つ
つ

行
き
し
君

何
時
来
ま
さ
む
と

卜
置
き
て

黄
葉
の

人
の
言
ひ
つ
る

玉
の
緒
の

わ
が
心

長
く
と
君
は

筑
紫
の
山
の

散
り
過
ぎ
に
き
と

(
一
二
三
三
四
)

一
一
一
〈
長
和
元
〉
)

v
i

言
ひ
て
し
も
の
を
」

『
白
氏
文
集
』
中
の

『
和
漢
朗
詠
集
』

〈
寛
弘
八

「
狂
言
椅
語
」 

l
|
|

「
願
は
く
は
今
生
世
俗
の
文
字
の
業
、

狂
言
締
語
の
誤
り
を
以
て
、
翻
し
て
当
来
世
世
讃
仏
乗
の
因
、
転
法
輪

『
新
猿
楽
記
』

「
予
、
廿
余
年
よ
り
以
還
、
東
西
二
京
を
歴
観
る
に
、
今
夜
猿
楽
見
物
計
の
見
事
は
、
古
今
に
於
き
て
い
ま
だ

E
ん

が

く

か

い

ら

い 

と

う

じ

ゅ

っ

し

な

だ

ま

り

う

ご

や

つ

だ

ま

ひ

と

り

す

ま

ひ

ひ

と

の

す

ぐ

ろ

く

有
ら
ず
。
就
中
に
呪
師
・
保
儒
舞
・
田
楽
・
健
偏
子
・
唐
術
・
品
玉
・
輪
鼓
・
八
玉
・
独
相
撲
・
独
双
六
・

L

な

か

ん

づ

く

の

ろ

ん

じ

ひ

き

う

と

ま

ひ 
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O

r
J

ー

ね

あ

り

こ

し

は

せ

え

び

す

き

と

ね

り

お

ほ

い

ご

さ

し

あ

品

ぎ

無
骨
・
有
骨
、
延
動
大
領
が
腰
支
・
娠
漉
舎
人
が
足
仕
、
氷
上
専
当
が
取
袴
・
山
城
大
御
が
指
扇
、
琵
琶
法
師

c

せ

ん

ず

ま

ん

ざ

い

さ

か

ほ

か

ひ

あ

い

は

ら

れ 

づ

み

い

も

じ

り

ま

ひ

ふ

く

こ

う

ひ

じ

り

が
物
語
・
千
秋
万
歳
が
酒
幡
、
飽
腹
鼓
の
胸
骨
・
蟻
娘
舞
の
頚
筋
、
福
広
聖
が
袈
裟
求
め
・
妙
高
尼
が

む

つ

き

け

い

古

っ

た

う

ひ

た

お

も

で

さ

う

し

き 

さ

か

ん

ま

ひ

か

ん

な

ぎ

あ

そ

び

け

し

ゃ

う

が

ほ

機
械
乞
ひ
、
形
勾
当
が
面
現
・
早
職
事
が
皮
笛
、
目
舞
の
翁
姿
・
亙
遊
の
気
粧
貌
、
京
童
の
虚
左
礼
・
東

人
の
初
京
上
り
、

い
は
む
や
拍
子
男
共
の
気
色
・
事
取
大
徳
が
形
勢
、

都
て
猿
楽
の
態
、
烏
誹
の
詞
は
、
腸
を

断
ち
顎
を
解
か
ず
と
い
ふ
こ
と
な
き
な
り
」 

f

『
古
今
著
聞
集
』

(
一
二
五
四
年
〈
建
長
六
〉
)
巻
第
十
六

「
興
言
利
口
篇
」
説
話
総
数
七
二
話

「
興
言
利
口
は
、
放
遊
境
を
得
る
の
時
、
談
話
に
虚
言
を
成
し
、
当
座
殊
に
笑
ひ
を
取
り
、
耳
を
驚
か
す
こ

と
有
る
も
の
な
り
」

5
丹
後
国
分
寺
金
堂
供
養
試
楽
延
年
(
一
三
三
四
〈
建
武
元
〉
四
月
八
日
)


二

番

連

事

義

浄

房

二

番

咲

覚

空

房

寂

乗

房

楽

眼

房

三
番
連
事
楽
順
房
」
 

『
法
隆
寺
祈
雨
旧
記
』

(
一
三
四 

〈
暦
応
三
〉
八
月
十
二
日
)

「
雨
悦
の
延
年
」

「
関
口

覚
寂
房
木
ノ
延
年
秀
句
也
。
竜
田
川
ノ
水
上
ヲ
尋
タ
ル
連
詞
也
。
若
音
ハ
金
剛
殿
。

風
流
ハ
昆
嵩
ヲ

尋
テ
八
仙
ニ
ア
ウ
タ
ル
事
。
竜
王
八
大
河
ノ
事
。

マ
へ
/
¥
カ
タ
ツ
フ
リ
ト
云
フ
事 

」 

『
周
防
国
仁
平
寺
本
堂
供
養
日
記
』

(
二
二
五
二
〈
観
応
三
〉
一
二
月
十
六
日
)

「
十
一
番
狂
言

山
伏
説
法

人
数
別
紙
有
之
」

O 
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「
迎
陽
記
」

9

『
看
間
日
記
』

な
し
、

(
一
三
九
九
年
〈
応
永
六
〉
五
月
二
十
五
日
)

「
狂
言
、
猿
楽
、
数
反
(
へ
ん
)
能
を
尽
く
し
了
ん
ぬ
」

(
一
四
一
一
匝
年
〈
応
永
三
一
〉
三
月
一
一
日
)

晴
。
猿
楽
昨
日
ノ
如
シ
。
畠
山
小
弼
見
物
ノ
為
ニ
来
タ
ル
。
猿
楽
ノ
児
有
リ
。
件
ノ
児
ヲ
小
弼
最
愛
ス
ト
云

m 々
。
猿
楽
了
ン
ヌ
、
小
弼
児
ヲ
同
道
シ
テ
帰
リ
ヌ
。
松
原
ニ
於
テ
酒
盛
有
リ
云
々
。
三
木
張
行
ス
ト
也
。
抑
モ

た
む
き
ぜ
ん
け
い

猿
楽
狂
言
公
家
人
疲
労
ノ
事
、
種
々
狂
言
セ
シ
ム
ト
云
々
。
此
ノ
事
然
ル
可
カ
ラ
ズ
ノ
問
、
田
向
禅
啓
ヲ
以
テ

O

楽
頭
ヲ
召
シ
突
鼻
ス
。
当
所
ハ
皇
居
也
。
公
家
居
住
ノ
在
所
ニ
テ
公
家
疲
労
ノ
事
種
々
狂
言
ス
ル
ハ
故
実
之
条

存
ゼ
ズ
尾
鑑
ノ
至
也
。
向
後
ノ
為
突
鼻
ス
。
且
ツ
山
門
ニ
於
テ
傍
例
有
リ
。
猿
楽
猿
ノ
事
ヲ
狂
言
セ
シ
ム
。
初

ツ
テ
山
法
師
猿
楽
ニ
刃
傷
セ
シ
ム
ト
云
々
。

文
仁
和
寺
ニ
於
テ
猿
楽
狂
言
聖
道
法
師
比
輿
ノ
事
共
ヲ
狂
言
セ
シ

メ
、
御
室
ヨ
リ
罪
科
ヲ
被
ル
ト
云
々
。
此
ノ
如
ク
皆
在
所
ニ
就
テ
掛
酌
有
リ
。
故
実
ヲ
存
ゼ
ヌ
ノ
条
奇
佐
也
。

楽
頭
ヲ
召
シ
放
ス
ベ
キ
之
由
勘
発
シ
了
ン
ヌ
。
何
テ
楽
頭
更
ニ
存
知
セ
ザ
ル
之
由
種
々
陳
謝
申
。

比
興
也
。 

世
阿
弥
『
習
道
書
』

(
一
四
三 

年
〈
永
享
二
〉
)

「
狂
言
の
役
人
の
こ
と
。
是
文
、

を
か
し
の
手
だ
て
、
あ
る
ひ
は
ざ
し
き
し
く
、

又
は
、
昔
物
語
な
ど
の
一
興

あ
る
こ
と
を
本
木
に
取
り
な
し
て
事
を
す
る
、
斯
く
の
如
し
。

又
、
信
の
能
の
道
や
り
を
な
す
こ
と
、
笑
は
せ

ん
と
恩
ふ
宛
て
が
ひ
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。 

w-r-

J
ナ 

中
/

、
そ
の
理
を
弁
じ
て
、
厳
重
の
道
理
を
一
座
に
言
ひ
聞
か
す
る

を
以
て
道
と
す
。
抑
も
、
を
か
し
と
い
っ
ぱ
、

必
ず
数
人
の
笑
ひ
ど
め
く
こ
と
、
職
な
る
風
体
な
る
べ
し
。
笑

み
の
内
に
楽
し
み
を
含
む
と
云
ふ
。
是
は
面
白
く
嬉
し
き
感
心
也
。

こ
の
心
に
和
合
し
て
、
見
所
人
の
笑
み
を

一
興
を
催
さ
ば
、
面
白
く
、
幽
玄
の
上
類
の
を
か
し
な
る
べ
し
。

こ
れ
、
を
か
し
の
上
手
と
云
へ
り
。

昔
の
槌
太
夫
が
狂
言
、

こ
の
位
風
な
り
し
也
。

そ
れ
に
付
て
も
、
数
人
哀
憐
の
し
ほ
を
持
ち
た
ら
ん
生
得
は
、

芸
人
の
冥
加
な
る
べ
し
。
言
葉
・
風
体
に
も
、
職
な
る
事
を
な
さ
ず
し
て
、
貴
所
・
上
方
様
の
御
耳
に
近
か
ら

ん
利
口
・
狂
談
を
た
し
な
む
べ
し
。
返
す
返
す
、

を
か
し
な
れ
ば
と
て
、
さ
の
み
に
卑
し
き
言
葉
・
風
体
、

め
ゆ
め
あ
る
べ
か
ら
ず
。
心
得
ベ
し
」

て
申
楽
の
番
数
の
事
。
昔
は
四
五
番
に
過
ぎ
ず
。
今
も
、
神
事
・
勧
進
等
に
は
、
信
の
能
の
申
楽
三
番
、
狂

言
二
番
、

近
年
、
貴
所
様
に
て
仕
事
は
、

ど
貴
命
に
て
仕
る
事
、
私
な
ら
ず
」
。

巳
上
五
番
也
.

こ
と
の
外
に
番
数
を
尽
く
し
て
、

七
八
番
・
十
番
な

日
醍
醐
寺
座
主
満
済
の
日
記
『
満
済
准
后
日
記
』

(
一
四
三
一
年
〈
永
享
一
二
〉
二
月
二
十
一
日
)

「
脇
能
の
時
分
よ
り
降
雨
。
狂
言
の
聞
に
又
雨
脚
止
み
了
ん
ぬ
。
何
て
舞
台
を
拭
ひ
て
一
番
又
之
を
仕
る
」

ロ
京
都
糾
河
原
勧
進
猿
楽
(
一
四
六
四
年
〈
寛
正
五
〉
四
月
五
日
・
七
日
・
十
日
〕
所
演
の
狂
言

「
靭
猿
・
蚊
相
撲
・
入
間
川
・
髭
櫓
・
伊
文
字
・
業
平
餅
・
節
分
・
朝
比
奈
・
若
和
布
・
磁
石
」
他

v-

ゆ
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『
天
正
狂
言
本
』

(
一
五
七

問
中
本
農
が
り
】

今
の
「
末
賓
が
り
」
(
上

絵
所
牧
)

(
一
)
「
艶
(
た
ら
〉
ナ
」
か
ら
出
た
名
調
。

だ
ま
す
者
。
盗
賊
、
す
り
、
詐
欺
師
。

今
の
狂
言
の
「
す
っ
ぽ
」
に
蛍
る
。

(
-
一
)
「
せ
う
」
は
「
し
う
」
の
諜
記
。
-

八
年
〈
天
正
六
〉
)庚

末
ひ
ろ
が
り

名

呼

定

一
、
大
明
出
て
人
を
よ
び
出
す
。

嘗

扱

上

着

呼

よ
と
ゆ
ふ
。

さ
て
の
ぼ
る
。
都 

っ
き
て
よ
ば
わ
る
。


=

主

践

を

様

子

み
 

る
。
も
し
せ
う
は
ら
立
ば
、

は
や
し
物
。
ぺ
御
笠
山
/
¥
、


か
す
。

差

様

子

歌

下
主

浮

主

腹

立

蓮

走

笠
を
さ
さ
う
よ
。

と
お
し
ゆ
る
。
く
だ
る
。

K

t
t
t

高

農

民

濃

差

葺

い
か
に
も
た
か
ひ
末
ひ
ろ
が
り
か
ふ
て
と

都
へ
行
て
、

べ
た
ら
し
一
人
出
て
、

護

人
が
笠
を
さ
す
な
ら
ば
、
我
も

し
う
と
れ
見
て
は
ら
を
た
つ
る
。

諸

共

蹄

草

笛

留

。
も
ろ
と
も
に
お
ど
る
。
ふ
へ
と
め
。

L

p

(
忌
)
今
の
「
シ
ヤ
ギ 

留
め
」
で
あ
ら

う
。
シ
ヤ
ギ
リ
は
、
自
由
た
く
緩
や
か

訟
気
分
を
現
す
笛
の
衡
の
-
種
。

其
時
は
や
し
物
。

し
う
う
か
る 

う
一
4

ぽ

猿

円
白
紙
猿
】
今
の
「
線
猿
」
{

-
な
ど
は
配
喰

と
大
鶴
岡
じ
。
強
歌
の
官
'

上
品
管
所
牧
}

を
省
略
し
た
も
の
か
と
思
は
れ
る
。

{
一
)
「
何
か
」
「
何
ぞ
」
な
ど
の
駒
僻
を
書

J

帯
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

{
一
一
)
猿
の
踊
り
に
感
心
し
て
.

(
箪
)
今
は
太
郎
筆
者
に
引
か
れ
る
事
な

く
、
猿
歌
が
あ
っ
て
「
白
幽
た
け
れ
」
と

-
惑
ひ
留
め
に
な
あ
。

【
棒
縛
り
】

今
の
「
棒
縛
」

は
伊
伊
り
、
一
人
は
う
凶
ろ
言
明
ぽ
る
。
域
さ
財

{
二
「
ぬ
す
ん
で
」
の
「
ん
」
を
書
移
し
た

の
で
あ
ら
う
。

(
品
)
「
せ
う
」
は
「
し
う
」
の
誤
記
。

(
亘
)
「
け
で
ん
」
の
枇
り
で
あ
ら
う
。
驚

み

つ

主

を
あ
き
れ
る
。

一
せ
う
の
、

〈
回
)
以
下
の
揺
は
諮
陶
「
松
風
」
の
文
句

m
z

を
も
ぢ
る
。 

名

太

郎

冠

者

呼 

2

狩

一
、
大
明
出
て
、
た
ら
く
わ
じ
ゃ
を
よ
び
出
ナ
。
今
日
は
鹿
が
り
に
行
、

狩

ト

に

か

生

ゐ

配

嘗

猿
車
馬

さ
で
か
り
に
出
る
。
何
い
き
物
が
な
、
門
出
い
わ
は
ん
と
ゆ
ふ
。

乙
与
に
申
引
来
る
。

震

背

信

か

っ

担

比

泣

不

明

と
ろ
せ
と
ゆ
ふ
。

猿
の
せ
を
斗
て
う
つ
ぼ
に
く
ら
ぶ
る
。
猿
引
な
く
。
と
れ
を
見
て
ふ
び
ん

泣

=

刀

取

太

郎

冠

者

と
ゆ
ふ
て
殿
も
な
く
。
さ
て
か
た
な
小
袖
と
ら
す
る
。
後
猿
に
な
り
て
、
た
ら
く
わ
じ
ゃ
に

そ
れ

ひ
か

引口一守内 
w
a
A

。
梓

縛

ぽ
ふ
し
ば
り

留

守

置

盗

i
t

Z

T

，

一
、
搬
出
て
二
人
以
び
出
し
、
遊
山
に
行
と
て
る
す
に
お
く
が
、
酒
ぬ
す
む
と
て
、

同
庁

-

量

一

欽

互

主

酒
ぬ
す
で
の
む
。
た
が
い
に
舞
。
ぜ
う
乙
れ
を
見
る
。

認

怪

顕

'

賞

撤

耐

震

〈、ヘせ士

せ当"，"う一

ま
乙
と
に
よ
ふ
た
と
ゆ
ふ
て
、

主

義

・

変

思

主

主

う
し
と
も
お
も
わ
ぬ
お
せ
う
か
な
や
。
せ
う

け
て
け
ん
で
ん
す
る
ロ

夜
る
の
車
に
せ
う
を
の
せ
て
、

h

刀

抜

油

揚

'

か
た
な
ぬ
ひ
で
お
ふ
。

迭に
ぐ
る 

E

名留
。

さ
し
笠
を
う

つ
ば
し
ら

b仕

度
し
た
く
申
せ
。

t

人

き
を
み
乙
ろ
に
入
て
切
っ
。

に
う
映・つ

っ
た
を
見
つ

ぺ
影
は
ヘ
ふ
た
り
、

うーの

は“影

時告




円
一
附
子
砂
艦
】

m.

枚
}

〈
草
〉
天
目
茶
碗
。

(
回 

)
ζ

と
か
ら
フ
シ
に
な
る
。

(
穴
)
か
け
擦
を
か
け
、
拍
子
を
踏
ん
で

留
め
る
留
め
方

/
¥
」
に
な
る
。

め
て
棄
の
貧
家

円
一
回
研
ぎ
〕

現
存
し
た
で 

(一)「
 

avh

謀
る
事
を
示
し
た
の
で
あ
ら
う
。

L

」
は
街
字
で
あ
ら
う
.

紛

子

砂

結

ぶ
ナ
さ
た
う

今
の
「
附
子
」
(
上
巻
厨

〈
一
〉
烏
冠
よ
り
製
し
た
る
事
襲
。
「
ぷ
」

は
原
本
に
濁
勘
が
あ
る
・

(
一
一
)
信
重
に
費
問
を
寄
添
へ
た
も
の
.

尿
間
・
に
あ
っ
た
掛
け
物
で
あ
ら
う
。

(
皐
)
「
せ
」
は
小
字
で
書
入
れ
て
あ
る
。

も

今
は
「
や
る
ま
い
ぞ

モ

マ

留

守

置

よ
所
へ
行
と
て
る
ナ

呼

二
人
よ
び
出
す
。

苑

官

尤

居

不

審

一
、
ぼ
う
ず
一
人
出
て
、

附

子

}

ぷ
す
が
あ
る
。

坊

主

く。

k
b

奥
お
く
の
聞
に

あ
け
て
見
て
し
す
る
な
と
ゆ
ふ
。
も
っ
と
も
と
て
ゐ
る
。
二
人
の
者
ふ
し
ん

砂

糖

皆

喰

ぽ

賛

ア

ー

聾

泣

厨

コ

坊

主

専

問

し
て
見
る
。
'
さ
た
う
を
み
な
く
う
。
さ
て
ゑ
さ
ん
天
目
打
か
ふ
す
。
な
ひ
て
ゐ
る
。
ぼ
う
ず

喰

苑

宜

来
て
、
と
れ
を
見
て
た
ず
ぬ
る
。
せ
れ
ふ
。
一
口
く
へ
ど
も
し
な
札
も
せ
・
ず
、

kt

ふ

た

耐

二
口
〈
へ
ど

H
J

百

例

主

い

つ

む

と

ば

か

，

も
し
な
れ
も
せ
ず
、
三
口
四
日
五
口
六
口
、
十
口
斗
ね
ぷ
り
く
へ
ど
も
、

ザ

子

留

h

出Z
け

切
な
れ
ぬ
事
と
そ

し
つ
け
を
な
ら
ふ
。
又
一
人
出
て
歌

む
。
せ
う
と
む 
ζ

に
弓
を
し
ゅ
ま
ふ
す
る
。
と
り

嬉

思

.目抽

れ

ひ
や
う
し
と
め
cE

【
八
幡
録
】
今
の
「
八
幡
前
」
(
中
巻
所

幡

聾

J
L

紋
}
と
大
鐘
同
じ
。
今
は
聾
入
り
で
な

八
は
た
む
子

〈
、
餐
遺
び
に
癒
募
ナ
る
形
式
。

晴
男 

色

々

摸

脅

(
一
)
「
せ
う
と
」
は
「
し
う
と
」
の
喪
担
。
一
、
一
人
出
て
、
せ
う
と
入
せ
ん
と
て
、
い
ろ

奥

を

本

書

で

は

大

牟

「

せ

う

と

」

と

書

ぃ

歌

身

欽

身

錬

=

所

望

烏

て
あ
あ
。
男
入
り
は
婚
約
後
新
夫
が
始
を
お
し
へ
る
。
さ
で
せ
う
と
入
し
て
酒

ρ

居

居

射

所

望

ぽ

胡
憎
か
れ
意
の
毎
入
り

t

と
同
じ
ら
し
い
。
ゐ
に
鳥
の
ゐ
た
る
を
い
さ
せ
る
。
歌
を
も
し
ゅ
ま
ふ
す
る
。
い
か
斗
聯
も
う
れ
し
と
お
ぼ
す

錨

掛

呼

・ 

男
一
人
出
て
、

(
一
一
)
「
し
ゅ
」
は
「
し
ょ
」
の
誤
記
。
・
置

(
唱
)
原
本
「
島
」
の
右
に
「
か
め
」
と
振
但
か
め
た
て
拍
子
腎

名
が
あ
る
。
白
崎
と
言
ふ
べ
き
を
継
と
言

ら
ん
、
鳥
い
立
け
り
。
ひ
や
う
し
と
め
。

菌

研

つ

ら

と

ぎ

一
人
出
て
、

甑

軒

嘗 

a
h

c

-

3

は
る

一
、
持
品
人

g
み
と
が
ふ
と
よ
ば

か 

研

曾

'

・
な
か
/
¥
と
ぐ
と
ゆ
ふ
。

錦
か
ぽ
見
怯

女

子

連

さ
て
め
乙
を
つ
れ

無念
い
、

て
く
る
。

人
の
か
ほ
な
ど
は
と
が
ぬ
か
と
ゆ
ふ
。3

押

掛

研

.

，

仰

韓 

お
っ
か
か
っ
て
と
ぐ
e

あ
を
に
と
ろ
ば
ナ
。3

て
・つ

白お起
と

し

』
惰

よ
り
水
を

、伊

る

主留
。



さ


mm

m山

「
k

七
世

日
吉
弥

門

右
衛

初
世

山
明本東鉾

雪要議
長詰霊� 
67則一

O (
m
M
)

「
六
位
千
一
一
面

天
保
五

幼
名
、
兵
庫

宗
家
二 

世
弥
太
郎
虎
文

と
な
る

【
山
本
家
】

七l
位
i 弥

~ 
z 

元右道千明太千
文衛光太

空警議 五開郊

没用品1

{
大
蔵
弥
右
衛
門
家
】

比
叡
山
学
僧

流
出
玄
商
品
法
印

観
応
一
活
況

弥
惣
右
衛
門
虎
重
一

(
弥
惣
右
衛
門
家
制
)

-
|
『
能
楽
大
事
典
』

(二
 

O
一
二

作
表
・
小
林
責

初
世
大
蔵
率
八
1
1
1
二
世
弥
太
夫
虎
輔

平

八

郎

と

も

宗

家

一

七

世

弥

右

衛

門

室

生

座

付

虎

教

の

弟

初
名
、
千
=
一
郎

一
二
世
弥
右
衛
門
虎
清
1
1
1
1
一
一
一
一
世
弥
右
衛
門
虎
明
1
|
斗
|
一
四
位
弥
右
衛
門
栄
虎
l
l
一
五
世
弥
右
衛
門
縁
虎
|
」
1
一
六
悦
弥
右
衛
門
虎
純

熊

蔵

亀

蔵

弥

太

郎

弥

太

郎

虎

時

弥

太

郎

千

中

山

郎

弥

太

郎

千

太

郎

弥

太

郎

道

倫

道

徹

道

士

口

道

住
↑

一

長

蔵

一

正

保

一

二

没

創

一

寛

文

二

没 

一

延

宝

四

没

特

宝

永

四

没

日

一

寛

延

元

没

右

衛

門

清

虎

一

道

喜

一

勝

次

郎

(

八

右

衛

門

家

塑

「

長

太

夫

武

則

「

弥

太

夫

室年雲 33~ 元7
則l 

世 J¥ 
世

没正議
日
日
吉
弥
兵
衛
1
1
一
二
世
日
吉
弥
太
郎
l
1
|
阿
世
日
吉
弥
次
兵
衛

太

主
春警
四� 
~B 

金

次
郎? 


弥
太 I 

昭虎白虎 弥

O

泰
太
郎

二
世
東
次
郎
則
忠

昭
和
一 

没
沼

和十高丸
文太道千
住民F立太

堤|長� 毒虎逼郎� 
75 I楽

77里そ震 日

言語春

五到iム協
郎凶次|)72 

! と子

九
世

字
治字金阿

埜草稽宮農
メん入二ネ忌以虫邸H宇
良郎B2まE次嶋
政す郎岡
信� s養弾� 

世 界
画監 も
脱

弥
一
世
千
三
郎
虎
郡

宗
家
一
八
世
弥
太
郎

虎
塁
の
弟

法
名
、
道
牛

問初空言巷す太

治名手子融

年禄次松生
以之郎平
後助の大

世 消三隅

(
中
絶
)

文
化
二
没
必

道
煩
(
道
演
と
も
)

一
九
世
弥
右
衛
門
虎
寛

東 奈常昭次晋養
~郎 f 明え 貞士口云則河 四
留重� P 喜 世

弥

太

郎

一

昭

和

二

三

生

「

基

誠

二
阿
世
弥
右
衛
門
虎
智
|
|
上

平

成

二

ハ

詰

|

」

義

昭

和

五

回

全
昭
和
二
五
生

「
二
世
・
吉
次
郎
1
l

67 1 字 g時〆 弥
太禁事室率 養

子
(
普
竹
弥
一 

郎

主

主

司

1

千

太

郎

職
制
芝
申
告h

m
V
7
一
一
五
世
弥
一
話
l
l
L
昭
和
四
九
生

夫
虎

7LフE
年生
以 I~子正子� l

i
-
-

友
蓄

養
子
(
甥
)

兵

庫

千

三

郎

千

太

郎

道

梅

(

道

栴

と

も

)

遵

肝

二 

世
弥
太
郎
虎
文
|
|
|
一
一
一
世
弥
右
衛
門
虎
武
|
」

天

保

五

没

必

嘉

永

二

没

純

一

O
息

L不 O 
I理
大
蔵金
弥茸
右宋
衛郎
門

(
姓
は
初
め
金
春
と
も
)

一
世
大
蔵
弥
右
衛
門
虎
政

五
位
里
口
弥
右
衛
門
|
|
|
六
位
日
吉
弥
太
郎

明� 
世

員4
走事警

閉
山
世
東
次
郎

則
寿

初虎宗空
名寛家士
、のーフc

?を虎
昭
和
二
一
生

没|�  

721 郎弥
お
衛
門

系
図
に
見
る
流
派
・
芸
系
の
生
成
と
消
長

門
大
蔵
弥
太
夫
家
】

筑
摩
書
房
)
よ
り

(

長

太

夫

家

組

)

(

弥

太

夫

家

祖

)

慶
長
三
没
船教

義昭
和
五
六
生 

則
重昭

和
五
二
生

則
秀昭

和
五
回
生

則泰
昭孝明太

自 富郎
八六
生生

弥
太
郎

道
春

基
照



【
茂
山
千
五
郎
家
】

)
j
i
-
-
五
位
茂
山
源
兵
衛
1
1
|
六
位
源
右
衛
門

久

蔵

久

蔵

道 

l

i

(
未
詳

瓶
次
郎

初
世
干
之
丞

適
正
器
開

明
治
五
没
お

O

市
蔵

二
世
千
作

一 
世
千
五
郎
正
重

昭
和
二
五
没
幻

明
治
二

【
鷺
仁
右
衛
門
家
】

初
役
路
阿
弥白

一
冗
(
自
元
と
も
)

七
世
鷺
太
夫権

之
丞

定
好

宗
阿

一
七
世
仁
右
衛
門
正
遁

嘉
永
七
没 

ω
m
m

車
問
造
酒
介

源
右
衛
門

七
世
源
兵
衛
|
|
八
世
久
劇
英
政

q
文
政
問
没 
M
M

養
子
(
呉
服
描
阿
佐
守
木
氏
子
)

佐
々
木
忠
三
郎
茂
山
千
香

初
世
千
作

明
治
一
九
没
け

九
世
千
五
郎
正
虎
l

正

義

寸

正

邦

三
証
千
五
郎
l
i
l
l
上
昭
和
四
七
生

O
生

「

茂

O
生

一
一
一
世
千
五
郎

1
宗
彦

二
世
七
五
三
i
l
i
-
-
上
昭
和
五
O
生

昭

和

三

一

生

「

逸

平

七
五
三l

i

四
き
ず
作大

正
八
生

昭
和
六
一
没
例

政
次

二
世
千
之
丞
l

真
一三

世
千
作

二

世

千

五

郎

l

昭
和
一 

昭
和
五 

真
五
回

千
三
郎

昭
和
三
九
生

あ
き
ら

昭
和
二
七
生

昭
和
五
回
生

平
成
二
二
没
∞
∞

童
司昭

和
五
八
生

【
茂
山
忠
三
郎
家
・
善
竹
家
】

O

御

所

大

工

小

林

氏

子

一

八

世

茂

山

英

政

弟

子

一

小

林

卯

之

助

一

喜

左

衛

門

吉

次

郎

一

山

忠

三

郎

義

三

郎

内

|

上

没

花

昭

和

一

二

没

創

一

宗
寿

二
世
兎
太
夫

O

義
子
{
淀
藩
士
剣
持
氏
子
)

浅
山
久
治

昭
和
三
八
善
竹
と
改
姓

1
善
竹
弥
五
郎
!
ー
|

没
邸

一

昭

和

四 

長
徳昭

和
二
二
生

茂
山
喜
三

善
竹
玄
三
郎

大
正
三
生

茂
山
幸
四
郎

善
竹
幸
四
郎

平
成
一
一
没
制

茂
山
圭
五

善
竹
圭
五
郎

∞

平
成
九
没 
m

十

郎

1

1

1

1

上

昭

和

五

回

生

大
二
郎

昭
和
五
六
生

良
暢昭

和
主
七
生

一
二
世
忠
三
郎
i
l
l
-

良
一

探
玄

昭
和
一
一
一
凶
没
侃

俸
一

四
世
忠
三
郎

昭
和
三
生

(
満
五
郎
と
も
)

超
週

五
世
日
吉
万
五
郎

万
五
郎
甥

光
峡

六
世
宇
治
源
右
衛
門

養
子
{
長
命
徳
右
衛
門

会
前
玄
妹
婿
〉
子
)

仁
蔵
権
之
丞

二
世
仁
右
衛
門
宗
慶

延
宝
六
没 
ω
∞

弥
七
郎

通
悦

一
世
兎
太
夫

出
不
安

四
世
八
回
の
春

延
徳
三
没
臼

八
世
鷺
三
郎
四
郎
|
|
|
九
世
三
之
丞
i
|
|
」
|
一 

三
之
丞
甥

猪
(
伊
)
右
衛
門

道

玄

浄

徹

(

正

次

と

も

)

天

正

二

没

慶

長

五

没

一

度

安

三

没

引

O
世
仁
右
衛
門
宗
玄

(
伝
右
衛
門
家
祖
)

鷺
伝
右
衛
門
政
俊

一

浄

円

「
長
命
又
之
丞

承
応
二
没

寸

|

|

一

一

之

丞

権

之

丞

三

之

丞

三

之

丞

一

様

之

丞

宗

受

宗

心

宗

無

宗

然

「
二
一
世
仁
右
衛
門
宗
悦
1
|
|
二
二
世
仁
右
衛
門
定
義
1
1
i
一
四
世
仁
右
衛
門
政
之
|
|
l
一
五
世
仁
右
衛
門
定
朝
1
j
l
一
六
世
仁
右
衛
門
定
賢

一
冗
禄
七
没 

延

事

四

没

九

宝

暦

六

没

臼

明

和

三

没

幻

文

政

七

没

倒

三
之
丞

一
九
世
権
之
丞
定
与
l
i
l
l
-
三
之
丞
(
家
芸
そ
継
が
ず
)
(
廃
絶
)

明

治

二

八

没

日

昭

和

二 

O
没
印

三
之
丞
権
之
丞
仁
右
衛
門

正
名

宗
弥

一
八
世
猪
右
衛
門
定
行

文
久
三
没 

大智

票豪 喜誼
右元 理笠京
衛匝 I¥芯逗
門継 二一一

没郎由  

~~ 

申 一

昭董 雇 

~I 中
五!
生i

M
W

隆隆

二八
生生

忠
亮 語平語司

五四

昭
和
五
五
生

徳
一
郎

昭
和
五 

生
O

ー
富
太
郎
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年

世
O 世f畦

ヌロ 議選山五三世
又又 白剤脇郎世明浩鎮

宝二宗藤養 w と左元治太

!
j

「
一
一
二
世
和
泉
元
貞

文
化
一
三
没
初

一

養

子

(

木

全

氏

子

・

甥

)

一
土
口
一
二
郎
彦
一
ニ
郎
五
郎
左
衛
門
四
郎

一

一

苅

磨

一

道

宏

【
野
村
文
三
郎
家
】

初
世
野
村
又
三
郎
元
信 l

i
-
-

七
位
庄
市
正
信 

八
世
惣
三
郎
信
之
川

明

治

一

八

没

昭

一

明

治

三

七

没

臼

京
都
手
猿
楽
狂
言
師

a

品
川
後
由
民
臼
時
悼
の
郷
土

京
都
で
呉
服
闘
を
営
む

手
猿
楽
狂
一
喜
劇
脚

養
子
(
東
本
願
寺
寺
侍
中
川
氏
子
・
女
婿
)

久
之
助
宗
三
郎

惣
三
郎
家
六
世

養

子

本

家

継

承

明三小 局面信吉受
号車湾整
光

世
山

言語古宮

浩郎土 四 i
|伊

没|抽日;

二信丹問

返嵐蔵型宍信即

逼茂� 
|麹

丁

藤

造

一
明
治
二
九
没
却

藤
平九二昭万養

樫郎聖和介王
冠Ii者一長� 

一
野
村
与
作
養
子

i
「 

捨
五
郎

自J(宗

十自日

| 

l

二
世
藤
九
郎 

コ
面
藤
九
郎
喜
納

一
冗
文
一
苅
没
門
町
一
安
永
二
没

宣告の
子ー

i
!

猪
三
郎

浄

悦

浄

智

ー」
 

「一一「ー十]
石工和

道
寿

二
世
又
三
郎
重
信

正
徳
元
没 

η

世

又
昭三広
哩郎喜� 

理 主翌泉�  崎議| ;詰四;・・郎 Yじ衝
~左「

措
三
郎

七
世
又
三
郎
信
輿

δ管制
没央�  

宜同
叫和�  20

示品泉
世

冗i

康車需要言
士一郎養

道
鮮

一
四
位
和
泉
元
業

嘉
永
三
没 

ωl

事
保
一
六
没

(
曲
四
三
郎
家
祖
)

道
堅

一
世
又
三
郎
信
之

字
保
五
没

栄
治

文
化
一
一
」
没
初

文
政
四
没
幻

一
二
世
又
三
郎
信
広

平
成
一
九
没
幻

藤
中
口
丹
厳

選
応

81 
「一一一一

養
子
(
医
師
服
部
氏
弟
・
女
婿
)

幾
松
四
郎

栄
太
郎

明
治
三
二
没
幻

中
絶

九 八
世 根
和五

八主主

一 
世
和
泉
元
知

事
保
一
六
没 

議詩聖書季 語警護静

O

み 奇襲

冊子

六位郎吉a 二位八a
ね信� 没一首謀哩ぎ
i長 回

世
藤
九
郎
納
正

女
婿 i費水八

位
又
三
郎
信
名

九
世 天

明
四
没
日

(
天
明
三
没
と
も
)

量警一
九
位
和
泉
元
秀
|

平
成
七
没
四
四

養
子
(
九
世
三
宅
藤
九
郎
子

保
之

道
英

四
世
又
三
郎
信
明

延
享
一
苅
没

養
子
(
二
段
重
傷
甥
)

丹
蔵

道
径

一
五
位
四
郎
一
元
賀

90 I容易
需型小

昭二信

一

弁

弥

五

郎

左

衛

門

彦

三

郎

源

助

一

弁

厳

道

純

一

道

味

一

元

乗

輿益 五 明
治
九
没
邸

愛
彦

一苅愛
自蔀行 子 位

藤
文九浄埜

ノ、
生

ト
|
一
二
世
和
泉
元
喬

文
化
三
没 
ω
∞

p
e
l
l

mm

l

一寸
政郎具13九
λ正即世 有 三

又

{
山
脇
和
泉
家
】

初
世
佐
々
木
岳
楽
軒

【
三
宅
藤
九
郎
家
】

浄
栄

初
世
三
宅
藤
九
郎

宝
永
五
没
ね

岳

楽

軒

甥

(

金

春

と

も

}

万

五

郎

甥

和

泉

一

葉

軒

一

克

幸

甥

超

選

光

映

I
l
-
-
一
一
世
佐
々
木
源
五
郎
元
幸

1
1
1二
面
鳥
飼
五
郎
左
衛
門
尉
元
純
|
|
|
四
世
日
吉
万
五
郎
|
|
|
:
五
主
ず
治
源
右
衛
門

二
世
一
冗
幸
弟
子

註之野義

道
秀 

1
一
一
世
源
助
元
政

一

享

保

一

六

没

却

庄
之
助

安三道養

器扇喜主 五
淳
子昭

和
四
回
生

三
宅
藤
九
郎
家
一 

世
継
ゑ

祥
子

(
元
弥
)

昭
和
四
九
生

O

世 六| 昭九祥養
混信主� 又 生� 1 想郎子宝� 
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【
野
村
万
蔵
家
】

酒
造
業
八
問
屋
次
左
衛
門
子

八
十
助

祐
山

初
世
野
村
万
蔵
保
尚


貨
政
二
没 

ω


保
雅

獲
子
(
伊
勢
屋
彦
兵
衛
子
)

長
松
初
世
万
之
丞

祐
栄

祐
往 

一
一
世
万
之
丞 

1
一
二
世
万
之
丞
為
常

一

天

保

五

没

円

相

一

嘉

永

三

没

勾

l
ト
1

一

源

之

助

為

常

一

一

祐

応

ー

一

季

次

郎

清

方

コ
一
世
万
蔵
直
英
1
1
1
L
!
回
世
万
造
義
比
!

l

二
世
万
蔵
品
常 

良
吉

初
世
苗
岡
斎

五
位
万
造 

i
!

文
政
六
没
印

明
治
九
没
鎗

養
子
{
湯
村
氏
子
・
女
婿
)

円
次
郎

与
作明

治
三
回
没
祁

与
十
郎

信
恵

与
左
衛
門

安
政
六
没 

ω

耕
介

万
之
丞

八
世
万
蔵
(
追
誼
)

五
位
万
之
丞

九
世
万
蔵

生
O

平
成
一
六
没
紛

武
司

佐
高
斎昭

和
四
一
生

宣
口
積
史
高

万
禄昭

和
四
一
生

二
朗

二
世
万
作 
a

昭
和
六
生

良
介
与
十
郎

昭
和
四 

華
子

四
郎
(
観
世
流
シ
チ
ガ
)

昭
和
一
一
生

艇
間
部

万
之
介

平
成
-
一
二
没

九
世
山
脇
得
平
弟
子

角
淵
新
太
郎
外
堀
新
太
郎

角

淵

宣

昭
和 

A

凶
没
山
山

I
l
i
-
-」
|
闘
世

一

平

成

一

一

没

船

一

松
次
郎
重
兵
衛

7
一
二
世
菊
次
郎 

祐一

菊
次
郎

昭
和
工
ハ
生

m
M

新
世
菊
次
郎
1
1
1
I
1
1
i

l
t

O

一

一

一

二

世

菊

次

郎

弟

子

一

「

大

野

弘

之

鉄

次

郎

重

兵

衛

↑

昭

和

一 

生

昭

和

一

五

没

ロ

一

刻

村

鍵

三

郎

弟

子

↑
二
世
井
上
菊
次
郎
弟
子

同
世
早
川
幸
八
弟
子

重
兵
衛

「
佐
藤
秀
雄

昭
和
五
九
没 

η

初
悦
井
上
菊
次
郎

大
正
九
没
巧

四
世
早
川
幸
八
弟
子

代
次
郎

水
野
字
右
衛
門

伊
勢
門
水

友
昭彦三
和� i 世
一|菊

昭ご

型郎。

投� 
69 

礼
之
助

平
成
一
二
没
紛

O

初
世
菊
次
郎
子

歌
村
彦
四
郎

昭
和
三
八
没
花

武
七

丘
造昭

和
五
四
没
町
田

鍵
二
一
郎
弟
子
(
甥
)


一 

世
野
村
又
三
郎
弟
子

河
村
保
之
助


山
本
久
平

昭
和
阿
波 

ω


鍵
三
郎
弟
子

佐
藤
卯
三
郎

昭
和
五
一
没
紛

昭
和
七
没
九

武
七

河
村
鍵
一 世

野
村
文
三
郎
弟
子

昭
和
一

橋
正
太
郎

81 Ii量
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昭蔵初
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五� l万
三|作
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田
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三
宅
藤
九
郎
家
九
世
継
承

万
介

{
狂
言
共
同
社
】

同
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明
治
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一
例
結
成
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弟
子

吾郎� 
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昭
和
一
三
世
田
市
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靖
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四
六
生

融
昭
和
凶
四
生
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第
二
次
大
戦
後
の
狂
言
界
の
動
き

O 九七四 O

昭
和
二
一
十
一
月
、
野
村
太
良
(
現
、
高
)
の
勉
強
会
「
冠
者
会
」
発
足
。

二
四
和
泉
会
発
足
。
野
村
万
蔵
「
腰
祈
」
・
三
宅
藤
九
郎
「
金
岡
」
・
和
泉
保
之
「
武
悪
」
「
二
人
袴
」
。

一
一
月
五
日
、
二
世
茂
山
千
作
没
。

十
月
、
野
村
太
良
は
万
之
丞
を
襲
名
「
釣
狐
」
を
、
二
朗
は
万
作
を
襲
名
「
三
番
嬰
」
「
奈
須
与
市
語
」
を
披
く
。

一一六

六
月
、
能
楽
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
会
第
二
回
公
演
に
三
宅
藤
九
郎
作
「
さ
と
り
仙
人
」
。

二
八

六
月
、
第
十
回
冠
者
会
で
山
本
東
次
郎
・
野
村
万
蔵
・
万
作
共
演
の
「
武
悪
」
。

l

七
月
、
飯
沢
匡
「
濯
、
ぎ
川
」
初
演
(
武
智
鉄
二
演
出
、
茂
山
七
五
三
・
千
之
丞
・
千
五
郎
)
。
大
蔵
会
発
足
。

二
九

〈
能
・
狂
言
の
様
式
に
よ
る
創
作
劇
の
夕
〉
。
武
智
鉄
二
演
出
で
木
下
順
二
「
夕
鶴
」
(
片
山
博
太
郎
・
茂

i

山
千
之
丞
・
野
村
万
之
丞
・
万
作
)
、
岩
田
豊
雄
「
東
は
東
」
(
茂
山
七
五
三
・
千
之
丞
、
万
代
峰
子
・
木
村
明
)

i

三
�
 

一
月
、
野
村
兄
弟
の
勉
強
会
〈
狂
言
あ
と
り
え
〉
発
足
。

三
月
、
産
経
会
館
竣
工
祝
賀
会
に
和
泉
流
「
唐
人
相
撲
」
。

五
月
、
日
本
橋
白
木
屋
ホ
�
 ル
で
月
例
〈
自
木
狂
言
の
会
〉
発
足
。
三
八
年
六
月
ま
で
九
六
回
の
公
演
を

重
ね
る
。
こ
の
こ
ろ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
「
狂
言
、
ブ

i
ム
」
と
言
わ
れ
る
。

l

十
月
、
木
下
順
一
一
「
彦
市
ぱ
な
し
」
を
狂
言
と
し
て
初
演
。
武
智
鉄
二
演
出
。
彦
市
茂
山
千
之
丞
・
天
狗
の
子

野
村
万
作
・
殿
様
茂
山
七
五
三
。
翌
年
、
東
京
・
冠
者
会
で
殿
様
を
野
村
万
之
丞
で
再
演
。

十
二
月
、
武
智
鉄
二
、
産
経
会
館
国
際
会
議
場
で
〈
円
型
劇
場
形
式
に
よ
る
創
作
劇
の
タ
〉
制
作
・
演
出
。

ア
ル
ベ
ー
ル
・
ジ
ロ
�
 作
調
、
ア
�
 ノ
ル
ド
・
シ
ェ
�
 
ン
ベ
ル
ク
作
曲
の
マ
イ
ム
「
月
に
漏
出
か
れ
た
ピ
エ
ロ
」

(
観
世
寿
夫
・
野
村
万
作
・
浜
田
ょ
う
子
)
、
三
島
由
紀
夫
「
綾
の
鼓
」
(
棲
間
道
雄
・
観
世
静
夫
・
野
村
万
之
丞
・

茂
山
七
五
二
了
千
之
丞
・
長
岡
輝
子
・
岸
田
今
日
子
)
。

一一一一

武
智
鉄
二
演
出
の
〈
新
作
能
・
狂
言
発
表
会
〉
。
「
仏
陀
と
孫
悟
空
」
(
野
村
万
之
丞
・
万
作
)
、
「
智
恵
子
抄
(
観

世
寿
夫
・
静
夫
・
片
山
擾
次
郎
・
藤
田
大
五
郎
・
幸
祥
光
・
安
福
春
雄
・
観
世
鎮
之
丞
)

O

第
十
四
回
冠
者
会
で
深
沢
七
郎
原
作
・
岡
本
克
巳
台
本
・
岡
倉
志
朗
演
出
「
楢
山
節
考
」
(
野
村
万
作
・
万


之
丞
・
文
三
郎
・
悟
郎
・
佐
野
平
六
・
和
田
喜
太
郎
・
茂
山
千
之
丞
ほ
か
)
。

l


十
二
月
、
日
本
能
楽
会
(
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
総
合
認
定
)
発
足
。
会
員
四
�
 名
の
う
ち
、
狂
言
方
は


茂
山
弥
五
郎
・
野
村
万
蔵
・
山
本
東
次
郎
・
三
宅
藤
九
郎
。


七
月
二
十
九
日
、
三
世
茂
山
忠
三
郎
没
。


東
京
能
楽
鑑
賞
会
で
茂
山
弥
五
郎
・
野
村
万
蔵
共
演
の
「
武
悪
」
。


善
竹
弥
五
郎
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
各
個
指
定
(
人
間
国
宝
)
に
認
定
さ
れ
る
。


七
月
二
六
日
、
三
世
山
本
東
次
郎
、
没
。


四
�
 

一
月
、
野
村
狂
言
の
会
発
足
。
十
二
月
十
七
日
、
善
竹
弥
五
郎
没
。

四
二

野
村
万
蔵
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
各
個
指
定
(
人
間
国
宝
)
に
認
定
さ
れ
る
。

鎮
仙
会
で
「
鷹
姫
」
(
横
道
高
里
雄
作
・
野
村
万
之
丞
演
出
)
、
万
之
丞
・
万
作
・
則
寿
(
現
東
次
郎
)
出
演
。


四
五

演
劇
集
団
「
冥
の
会
」
(
代
表
・
観
世
寿
夫
)
結
成
、
万
之
丞
・
万
作
参
加
、
「
オ
イ
デ
イ
プ
�
 ス
」
上
演
。


四
七

野
村
万
之
介
・
山
本
則
直
・
善
竹
十
郎
、
「
新
の
会
」
を
発
足
さ
せ
る
。


四
九

野
村
万
蔵
、
日
本
芸
術
院
会
員
と
な
る
。


五一

茂
山
千
作
(
一
二
世
)
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
各
個
指
定
(
人
間
国
宝
)
に
認
定
さ
れ
る
。


五一二

五
月
六
日
、
野
村
万
蔵
没
。


五
四
�
 三
宅
藤
九
郎
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
各
個
指
定
(
人
間
国
宝
)
に
認
定
さ
れ
る
。


茂
山
千
作
(
一
二
世
)
、
日
本
芸
術
院
会
員
と
な
る
。

七
月
十
九
日
、
茂
山
千
作
(
三
世
)
没
。
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①
⑥ 

⑦ 

①「夕鶴」片山博太郎・茂山千之丞

②「東は東」茂山七五三・千之丞・万代峰子

③「月に愚か札たピエロ j 野村万作・浜田洋子

④「綾の鼓」樫間道雄

⑤「綾の鼓」茂山千之丞・野村万之丞・茂山七五三

⑥「仏陀と孫悟空J茂山千之丞・野村万作

⑦「智恵子抄」観世寿夫・静夫� 

③ 

⑤ 




